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健康問題長考える

制医療情報システム開発必 ν タ…潔毒事長 大島 正光

人縄社会が今8鰐塁手生き麓げてきたのかはわか

らないが，人間の尊さはどのように説明したらよ

いのであろうか.私は今宮の人爵の生命は{可撞苦手

の生命の連載の末端にあることを考えると寮それ

は1000年前の遺跡が今日髄檀をもって観光の対象

となっていることを考えることであると感巾てい

る.このような尊い生命をもっている人間はつい

て何台考えたらよいのであろうか。

第 i には人間がっくりあげようとしている機械

文坊は人間に対してどのようなかかわりを持って

いるのかという疑問である.人間の型軽史のやで機

議文携は最近のできごとである，人類の歴史の中

勺機磁文明はあまりにも短い鶏踏である.人間は

機械文明になじむほど長いつきあいではない‘人

間のための機械文椀，人間によってつくられた機

械文明，人間の機械文明が人聞に適合し‘ているの

かどうか，これは機械文明をどうきずきあげるべ

きかということを教えてくれるし，ままこ機械文明

を改蕃ずる手だてにもなるであろう.

機械文弱はman.c組ter誌であり滋an勺rient吋

でなければならないとすると，，，orぬnted な man，

C芭nter母d な man とは何であるのかをはっきりさ

せる必喪がある.ここに「入時とは荷ぞやJ とい

う諜騒が必然的に静かんでくることになみ f人

間J がわかったとき， man-centered の意味もま

た marνoriented な意味もはっき?りしてくるであ

ろう.これを human assξssm器まはと読んで拭ど

うであろうかーこれは終馬の人間を知ること勺は

なく，わかるところまでで生むをえない.そして

その代りhuma益事書留ss怒邑討をくちかえず必要が
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ある.そしてその知られた入額をや心に譲按文明

が人爵に連合しているのかどうかをチェ?クずる

ことが必要である.機械文明は今尽のコンピ品ー

タ・システムにつながり，情報北社会を構成しつ

つあり， new media 時代を盛りあげつつある.

new media 時代には analog 人聞を digital

人間にするとか，総選役人簡を機披主義的人間に

おしゃってしまうとか，いろいろの警告が発せら

れているが，人揺はこれらの警告をソフトにうけ

とめて予欝的に対rc:ずるのを人爵の特設として

持ち続けることが大切ではなかろうかー maか

machine sy書tem の構築の中での対応と， そし

てもう i つは生活のやで常に転換法として宝懸念

compensate する知R患を身につけるべきではなか

ろうか.機械側での対応と人間側での対応と，両

者がうまく balance をとってゆけるようなこと

が望まれるわけである倉

基本的には機械文携を改めるのではなしすべ

て入j曹の良識で改良改善をしてゆかなければなら

ないことを人簡は;忘れてはならない.

第 2 は人関の健康の問題である.健康の定義に

ついてはいろいろの地裁があるが， WHO (関際

保健機構)の定義がよく引用される. r心身ともに

健やかで社会的にも鵠動できる J とする 3 つの条

件があげられる.いずれにしても人間にとっては

建康が第 i であることについては誰しも異論のな

いところであるが，それではどうすれば護霊祭が維

持・増進されるのかについては，請気の分野にお
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いてはかなりの知識が得られているし対策も講ぜ、

られているが，健康関係の知識についてはどうで

あろうか.医療と健康との比較を考えてみるとど

うも後者のほうが劣っているのではなし、かと思わ

れるのである. 1 人の人聞をとりあげてみた場合

に，病気の場合もあり，また健康である場合もあ

るので人の人聞についての健康管理を考える

と，病気の場合は医療の世話にということである

が，その他については各自自分で care をする

selfcare の部分にまかせられなければならない.

しかしこの selfcare の部分についてはやはり，

guideline があって，それにもとづいて各自が自

分の selfcare をするか，そうでなければ誰か医

師が個人的に生活指導をし，生活処方をつくって

くれるかである.そうすることによって， 1人の人

聞についての従来の端片的な健康管理から total

な健康管理へと進んでゆくことになろう.個人側

からみた健康管理は total な健康管理でなければ

ならない.一生を通じての total health care が

個人の側からみた場合の期待したし、 system では

なかろうか.このように社会 system については

user の側からと，供給者の側から，そして第三

者の側から，そしてそれらを総合化してみる大局

的立場からの 3 つの側からわれわれは常にクロス

してみてゆく態度がなければならない.そしてや

やもすると user からの立場からみる見方が忘れ

られがちであることも忘れてはなるまい.

今日健康維持増進法はきわめて多いといわれて

いる.山ほどある.情報過多といわれるのも，こ

の中に健康法があるからだといっても間違いはな

いのではなかろうか.しかし健康法もただ何でも

よいというものではなく各人にあった健康法がと

りあげられなければならず，またそのためには個

人の特性がはっきりされなければならず，また健

康法も質的に何をするかとし、う問題もあるが，健

康法の定量的処方もまた必要で、あろう.薬剤につ

いてもやはり量の指定が必要であるように健康法

についても同じことがし、えよう.しかし健康法も
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1 つでよいのかどうか，多面的処方も必要である

し，また徴細な調整も自分ではからなければなら

ない屈もあろう.いずれにしても健康についての

関心が世界的に高まってきていることは確かであ

って，しかも身体の健康よりは心の健康のほうが

重要であるというように重要性の比重が高まって

きている. mental health の運動も日本でも高ま

ってきており，これからは心の健康の問題を進め

る機運がいっそう盛りあがってゆくものと考えら

れ，正しい方向にそれを向けてゆくことを期待し

たいと思う.しかも mental health も negative

面よりは positive mental health に大きな期待

をかけたいと思う.

第 3 の課題は人間の生活のパランスではない

か.そしてそのバランスの中でストレスにうまく

対処する方法を身につけることではなかろうか.

これを生活のちえという人もいるが，ストレス対

処法といってもよいであろう.これをストレスの

解消法ととらえるとすると，それはストレス対処

法の半分を示したものであるといってよいであろ

う.ストレスは毎日の問題であるのでselfcare の

問題である場合が多い.したがってストレス対処

法は各自が身につけておかなければならないこと

である.

仕事に関連した専門的知識と，仕事に関連した

白らの身体についてのこととのパランスを考えて

みるとそこにも unbalance があるように思われ

る.もっと身体についての知識を身につけておく

ことが必要ではなかろうか.健康で仕事をするた

めにはやはりもう少し生理的な知識，健康につい

ての 3 つの条件の知識，すなわち心，身体，そして

社会人としての条件の 3 つについて selfcare を

できるような教育が十分でなければいけない.医

学の分野のみでこれが展開されて，他の分野では

そうでないことがあってはいけない.やはりこれ

は教育の内容の問題ということになる.

以上，最近感じている内容について意見を述べ

た.
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